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【現状把握および分析レポート】

・お客さまの情報を入力することで、顧客ニーズ分析機能が働き、お客さまの資産内容に合った提案書が作成できます。

・顧客ニーズ分析機能とは、お客さまの資産内容等を自動で分析し、お客さまが抱えている相続上の問題点と解決策を表示します。

・手作りでお客さまごとに異なる提案書を作成することは、業務の中で大きな負担の一つとなり、費用対効果が薄れてしまいます。

そこで提案書の作成を自動化することで、1～２週間かかる作業を大幅に短縮が可能です。

・上記のような提案書を簡単に作成できますので、事前相談業務の入口でご利用ください。



● 分析レポートを作成してみましょう。

①【データ入力・検索】をクリックします。

② 顧客情報を新規入力するか【検索】をクリック

    して、顧客情報を入力シート上に表示させます。

・顧客情報を新規入力する場合は、【顧客情報入力方法】

の説明書を参照して入力してください。
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顧客情報の用意

初期画面

①

②
データ入力シート



顧客データの検索方法
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(1) 【検索】をクリックします。
(2) 【はい】をクリックします。
(3) 【顧客名】または【顧客ID】で選択肢を絞り込むことができます。
(4)  検索リスト上で検索するデータをクリックして選択します。
(5) 【検索】をクリックします。 
(6) 通常は【検索】をクリックしてください。

※  (6)で【削除】をクリックした場合は、指定した顧客データがDATAファイルから削除されたうえで入力シートに表示されるので、
再度【登録】をクリックすることで、DATAファイルに登録することができます。

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(1)



③ セルに色がついている箇所がないか確認し、色がついている場合は補記します。（ピンク色と水色以外）

④【定性面チェック・レポート強制出力】をクリックし、該当する項目をダブルクリックをして「該当」を入力します。

⑤【算出設定・確認】をクリックし、必要に応じて相続税算出の条件を変更します。（相続割合や相続税控除額などを設定できます）

・ここで設定した内容で相続税が計算されます。※1の第１表ボタンから計算過程を確認できます。

・遺産分割ツールの分割案を相続税算出の条件に反映する方法は次ページを参照してください。

⑥【顧客ニーズ分析】をクリックします。

・相続や事業承継における問題点や解決方法が一覧で表示されます。 4

入力確認・相続税算出設定・顧客ニーズ分析

③

④

※1

⑤ ⑥



● 予め遺産分割ツールで分割案を作成しておく必要があります。

分割案の作成方法は、遺産分割ツールの操作手順書や動画をご

参照ください。

(1) データ入力シートの【算出設定・確認】をクリックし

ます。

(2) 取得金額指定の【設定・確認】をクリックします。

(3) 【遺産分割ツール】をクリックし、遺産分割ツールで

作成済みの分割案を検索し表示します。

(4) 【遺産分割データ取込】をクリックすると各資産欄に

各相続人が相続する財産額が反映します。

(5) 財産額を反映後【入力フォーム】ボタンから受取金額

を編集できます。
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遺産分割ツールの分割案をデータ入力シートへ反映する方法

(2)

(4) (3)

(5)



想定ニーズ分析シート

対策内容の前提条件設定

前提条件設定画面

⑦ ★マークがある項目の前提条件を変更します。

  【前提条件設定】をクリックします。

⑧ 前提条件をお客さまの資産内容に合った数値に

変更します。

⑨ ⑧の後【確認】をクリックすると、どのような

提案書が出力されるのか確認できます。

（プレビュー機能）

※1 前提条件の初期値を変更したい場合はこちらから

変更し、『規定値の保存』をクリックします。

※2 【贈与税シミュレーション】では暦年贈与の適正贈与額の

算出を行う場合に使用します。

        操作方法は『新贈与税シミュレーション作成手順書』を

ご参照ください。

⑩ 前提条件を設定後【戻る】をクリックします。
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⑧⑨

⑦

⑦

※1※2

⑩



⑪【家系図作成】をクリックします。

⑫【推定相続人取得】をクリックします。

・自動取得できない相続人（続柄）がいる場合は、手動で

氏名などを入力します。

・Fボタンから生年月日を入力できます。

・亡くなっている場合は、氏名欄に『故人』

離婚している場合は、氏名欄に『離婚』と入力します。

・先妻先夫を入力する場合は※1【家系図切替】ボタン

から入力できます。

・「本人または配偶者の父母・兄弟姉妹・甥姪」と

「先妻先夫」はどちらか一方のみデータ登録ができます。

⑬ 法定相続人の家族情報を入力します。

⑭【登録】をクリックします。

⑮【家系図作成】をクリックします。
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家系図作成①

家系図自動作成ツール

⑬

※1⑭

⑪

⑫

想定ニーズ分析シート

⑮



⑯【レポートへ反映】をクリックします。

・各種レポートに作成した家系図が挿入されます。

⑰【戻る】をクリックします。

⑱【家系図自動作成ツール終了】をクリックします。

・顧客ニーズ分析シートに戻ります。

※1 出力する氏名の後ろに一括で『様』をつけたい場合

   1.【設定】(※1)をクリックします。

2. 氏名の後ろに挿入する文字の設定欄に『様』を入力し

【登録】をクリックします。

3.  設定完了後、家系図を作成します。

   

 また【設定】から家系図の色の変更も行えます。

この設定内容を次回も引き続き使用する場合は、

⑱をクリック後【保存する】をクリックします。
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家系図作成②

⑱

⑯

⑰

※1



配偶者の取得財産計算シミュレーションとは、最も相続税が

軽減される配偶者の相続財産額や、配偶者の相続割合に応じ

た1次2次相続税額を計算できる機能です。

このシミュレーション結果は、下の画像のように現状把握お

よび分析レポート（提案書）に出力されます。

このシミュレーションの詳細設定を⑲【配偶者の取得財産計

算】ボタンから設定できます。

設定方法

1. 配偶者の取得財産計算⑲をクリックします。

2. 新規作成をクリックします。

3. 一次相続時に配偶者が取得する財産額を入力します。

4. 二次相続時の財産や非課税金額の内訳を入力します。

5. 決定をクリックします。

相続税の計算過程は、相続税額算出の確認ボタンから確認で

きます。

※未設定で提案書を出力した場合、初期設定でシミュレー

ションが作成されます。
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相続税が軽減される配偶者の取得財産額シミュレーション

配偶者の取得財産計算シミュレーション

⑲

想定ニーズ分析シート



出力設定・現状把握および分析レポート作成

※1 スキーム確認ボタンから出力される内容を確認できます。

※2 お勧め度取得ボタンを押すと、各スキームのお勧め度を1～5で表示できます。

⑳ レポートに出力したくない項目がある場合は、『R作成』欄の『〇』をダブルクリックすることで『×』に変わり出力を止めることができます。

お勧め度を変更したい場合は、『強制★』欄に1～5を入力します。

㉑ 家系図を除き、これまで設定してきた内容を登録する場合は、データ入力シート上の【登録】ボタンで登録します。

㉒【分析レポート作成】をクリックします。 ・PowerPointに提案書が出力されます。

現状把握および分析レポート作成方法の説明は以上です。
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⑳

㉒

※2

※1

想定ニーズ分析シート
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